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校歌を歌おうプロジェクト
6月17日（水）、生徒会主催の「校歌を歌おうプロジェクト」が開催されました。一

昨年度、生徒会総務委員会の生徒が、「校歌が元気に歌えていない」現状を課題と
してとらえ、「みんなで校歌を歌える学校にしよう」と、全校生徒に働きかけて始まっ
たものです。現総務委員会が昨年度も計画していましたが、学級閉鎖も伴うインフルエンザの流行により、開催
を断念していました。それでも、「みんなで校歌を歌える学校にしたい、そのきっかけを作りたい」との熱い思いを
もっての今回の開催です。美作総体（19日～）を直前に控えたこの日、壮行の意味も込められていました。
まずは、全生徒一斉参加の○×クイズで会場を楽しい雰囲気にしました。クイズの内容も総務役員が丁寧に

準備したものです。その後、思い思いの集団で校歌を歌いました。これも、リラックスした状態で声が出せるよう
にとのアイデアです。時間がたつとともに、声も大きくなりました。歌っているときの表情もとても楽しそうでした。
「自分たちの課題を自分たちでとらえ、解決策も自分たちで考えていく」大変素晴らしい取組でした。準備・

運営に携わった総務役員の皆さん、本当にお疲れ様でした。素敵な企画をありがとう。そして、総務役員の呼び
かけにしっかりと応えた生徒の皆さんも素晴らしい。それぞれの役割をみんなが果たすことで、生徒会の活動は
大きく前に進みます。これからの取組が楽しみです。

避難訓練～引き渡し、お世話になりました
6月12日（金）、地震を想定した避難訓練を

実施しました。今年度最初の訓練でしたが、どの
クラスの生徒も落ち着いて動くことができました。
特に、「話をせず」静かに行動できたことはとても
よかったです。
この日は、引き渡しの訓練も同時に行いまし

た。（保護者の皆様にはご案内していましたが）
避難後、引き渡しを行う旨のメッセージを流し、お

迎えをお願いしました。生徒は体育館で待機し、自分の名前が呼ばれると順次保護者のもとへと移動しました。
保護者の皆様、お忙しい中をご協力いただきましてありがとうございました。また、地域の皆様には、ご迷惑を

おかけする時間帯があったかと存じます。申し訳ございませんでした。ご理解いただき、ありがとうございました。



着付け教室～２年家庭科～
７月２日（木）・９日（木）、２年生が家庭科の時間に浴衣の着方を学びました。講師として、勝山着付け教室

から本田眞理子先生、浦島良江先生、宇山みゆき先生、神谷美津恵先生、藤田冨美子先生、美甘から向井美
加子先生、笹尾桂子先生が来てくださいました。着物の種類や着方についての説明の後、生徒たちは交代しな
がら浴衣を着させていただきました。大変貴重な体験をさせていただきました。

乳幼児ふれあい体験
７月８日（水）には、２年生が、乳幼児ふれあい体験をさせていただきました。お世話になったのは、勝山地区・

美甘地区の愛育委員さん、食育推進ボランティアの皆さん、振興局の保健師さんです。食に関する講話を聞い
た後、妊婦体験や、乳幼児とふれあう体験をさせていただきました。つどいの広場やまっこのかわいいお子様と
保護者の方がご協力くださり、こちらも、貴重な機会となりました。
先の着付け教室も含め、地域の方に学ばせていただくというのは、大変有意義で、有り難いことです。これか

らもこのような機会を大切にしていきたいと考えています。

頑張れ！県大会 ～野球・バレーボール・相撲・水泳～
前回、美作総体の結果とともに、野球部と女子バレーボール部の県大会出場をお知らせしましたが、相撲・水

泳の県大会にも次の選手が出場しますので紹介します。皆さんの健闘を祈ります。

【相 撲】 横山心音 山方煌稀 宇山侑志 沖田健吾 上山陽斗
【水 泳】 ＜女子100mバタフライ・200mバタフライ＞ 芦田みゆ

保護者の皆様へ
７月１５・１６日に三者懇談会を計画しています。今学期を振り返り、お子様の頑張りを共有させ

て頂きたいと存じます。お忙しい中とは存じますが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。


